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研究背景・⽬的

溜池に流⼊する⼟⽯流の挙動解明と
廃⽌溜池を活⽤した治⽔技術の確⽴に関する研究

実験概要

結果と考察

【豪⾬の激甚・頻発化と⼟砂災害の増加】
■農業⽤⽔を貯⽔する溜池は，⾕や沢部に多く，⼟⽯流流⼊等に
起因して甚⼤な被害が発⽣する事例が増加
※平成30年７⽉豪⾬（⻄⽇本豪⾬）では32箇所の溜池が決壊し⼦供が死亡

研究⽬的：①溜池に流⼊する⼟⽯流の挙動（衝撃圧や越流，発⽣波）
を解明するとともに，②廃⽌溜池を対象に⼟⽯流を堰き
⽌める効果を検証し治⽔施設としての活⽤の道を探る

【廃⽌溜池の増加】
■⽔利⽤の無い溜池堤体を開削して，貯留機能を無くして決壊を防⽌
する廃⽌⼯事が急速に増加

■決壊防⽌の⼀⽅，上流からの⼟⽯流がそのまま下流に到達する懸念

実験室内での
⼟⽯流流下実験を実施

農業⽤溜池をめぐる状況が⼤きく変化

溜池に流⼊する
⼟⽯流の挙動特性

▲底上げ無し

研究期間：2021年〜2023年

⽔や⼟砂が集まりや
すい地形（沢や⾕）
に造成されている

堤体をV字
に開削
▲⼀般的な溜池廃⽌

堤体跡

堤体流失箇所
出典：泉 明良ら：平成29年7⽉九州北部豪⾬におけるため池の被災要因

▲溜池の決壊

開削された廃⽌溜池の⼟⽯流堰き⽌め効果

⼟砂（粒状体）と⽔（流体）
を連成した数値解析を実施

【実験装置】
■下流に堤体模型を設置し，斜⾯上部から
⼟⽯流模擬材料を流下（実物の1/25スケール）

■⼟⽯流は，セラミックビーズと丸⽊で模擬

⼟⽯流模擬材料

堤体模型

実験① 供⽤中の溜池を想定した⼟⽯流の挙動特性解明

■貯留池の⽔位を変化させ，
貯⽔による減勢効果を検証

実験② 開削された廃⽌溜池の堰き⽌め効果の解明

■開削された堤体を使⽤し，
⼟⽯流の堰⽌め量を計測

■開削⾯を少し底上げする
ことによる堰き⽌め効果
の向上を検証

貯留⽔位h

発⽣波⾼H

衝撃圧

下流への流出量

上流での堰⽌量

■開削された堤体であっても，⼀定程度⼟⽯流を
堰き⽌める効果を有する

■開削⾯の若⼲の底上げと貯⽔の効果により，
堰き⽌め効果は⼤幅に向上する

数値シミュレーションも実施

▲底上げ有り（貯⽔有り）

■貯留⽔は⼟砂の衝撃圧や越流量を減勢させる
効果を有する

■⼀⽅で，⼟⽯流流⼊による波⾼は，最⼤で
貯⽔位の2.5倍程度まで上昇する可能性
⇒最適な⽔位設定により安全性を確保
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▲貯⽔位と越流量の関係 ▲貯⽔位に対する最⼤波⾼

※相対⽔位：発⽣波⾼H / 貯留⽔位h

貯⽔位の2.5倍

貯⽔があることで
越流量が⼤幅減

■⼟⽯流が溜池に流⼊した際
に堤体に作⽤する衝撃圧や，
発⽣波の波⾼を計測
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